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半導体集積回路は微細化の物理的限界によ

る性能の向上の頭打ちや消費電力の増大とい

った問題が顕在化している。これらの問題を解

決できる次世代デバイスとして、高速性と低消

費電力性に優れる超伝導回路が注目されてい

る。我々はこの超伝導回路の 1つであり、高速

動作や超低消費電力といった特徴をもつ断熱

型磁束量子パラメトロン(AQFP) 回路の研究

を行っている[1]。 

AQFP 回路は超高感度な回路で、微小な入力

電流で動作することが出来る。しかしながら、

AQFP 回路の入力電流に対する論理出力の０

から１への遷移（しきい値特性）は、熱雑音に

よりなまるため、この遷移幅（グレーゾーン幅）

が AQFP ゲートの入力感度を決定する。本研究

は AQFP 回路のグレーゾーンを、熱雑音を考慮

した回路シミュレーションにより評価した。回

路パラメータに対するグレーゾーン幅の変化

を調べることで、AQFP 回路のさらなる高感度

化を目指した。今回は、クロックの立ち上がり

／立ち下がり時間ならびにc と、グレーゾー

ン幅の関係を調べた。 

図 1 にはシミュレーションに用いた回路を

示す。図 2 にはグレーゾーン幅とクロックの立

ち上がり／立ち下がり時間の関係を、 図 3には、

グレーゾーン幅とc の関係を示す。これらの結

果より、AQFP 回路のグレーゾーン幅はクロッ

クの立ち上がり／立ち下がり時間を長くし、c 

を大きくすることで改善されることがわかっ

た。発表では実際に回路を試作し、グレーゾー

ンを測定した結果についても報告する。 
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図 1 熱雑音を付加した回路 

 

図 2 グレーゾーン幅とクロックの立ち上がり／

立ち下がり時間の関係 

 

図 3 グレーゾーン幅とcの関係 
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